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平成２３年１月２０日  

危 機 管 理 室 防 災 課  

 

前橋市との災害に関する協定の締結について 

 

１ 前橋市との協定 

  区では、防災体制の強化を図るため、平成 22年 2月に「災害に関する各種協定の締結指

針」を策定し、自治体間の協定を、自治体の規模・地域等を踏まえた「災害時総合応援協

定」、「災害時物資等支援協定」、「災害時隣接自治体応援協定」の３種類に定めた。 

この指針に基づき、平成 23年 1月 6日に前橋市との間で、災害時総合応援協定を締結し

た。 

 

２ 協定内容 

協定には、次のような応援の内容を盛り込んでいる。 

(1) 被災者の救出、医療、防疫ならびに施設の応急復旧に必要な資器材および物資の提供   

  および斡旋 

(2) 食糧、飲料水および生活必需物資ならびにそれらの供給に必要な資器材の提供 

(3) 救援ならびに救助活動に必要な車両等の提供および斡旋 

 (4) 救援、医療、防疫その他応急対策等に必要な職員の派遣 

 (5) ボランティア等の斡旋 

 (6) その他特に必要と認められるもの 

なお、第 10 条では、災害時に円滑な応援活動を行えるよう、他都市との協定にはない、

平常時における都市間の様々な分野での相互交流についても定めている。 

 

３ 平常時の都市間の相互交流（当面） 

【練馬区】 

・ 防災訓練への相互参加（平成２２年９月５日実施した平成２２年度練馬区震災訓練に

前橋市が参加） 

・ Ｊ：ＣＯＭ「ねりまほっとライン」による協定都市の紹介 

・ 区民防災組織による交流 

・ 照姫まつり等への参加受入れ 

【前橋市】 

・ 自主防災会同士の交流 

・ コミュニティーFMへの相互参加 

・ 観光、体験交流等 

 

４ 住民相互の交流 

  区民および前橋市民同士の連携や交流について促進し、本協定の実効性について高めて

いく予定である。 
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５ 区民等への周知 

・ 区報（平成２３年２月１日号）への掲載 

・ ２月の前半にＪ：ＣＯＭ「ねりまほっとライン」で、平成 22 年度中に協定を締結し

た西東京市、埼玉県和光市、群馬県下仁田町ととも紹介する予定である。 

・ 区ホームページへの掲載 

・ 企画総務委員会（平成２３年１月２５日開催）へ報告 

 

（参考） 

 前橋市 

 前橋市は群馬県の政治・文化・経済の中心都市として、また北関東の中核都市として発展を続けており

ますが、「水と緑と詩（うた）のまち」としても有名であり、赤城、榛名の山並みを背景に豊かな水をたた

えた利根川や広瀬川などが市街地を流れ、萩原朔太郎をはじめとする多くの詩人を生んだ詩情豊かな街で

もあります。平成 16年 12月 5日に大胡町・宮城村・粕川村、平成 21年 5月 5日に富士見村と合併し、赤

城山山頂まで市域を広げ、人口 34万人の都市になりました。 

 東京から 100km圏、我が国のほぼ中央にある本市は既存の高速交通網に加え北関東自動車道が整備され

るなど、限りない発展の可能性を有しております。 

・市章         前橋の旧藩主だった松平氏の馬印（輪貫）からとったもの 

・市の木・花   けやき・いちょう、ばら・つつじ 

・面積      311.64ｋ㎡  

・人口      344,994 人 （平成 22年 3月 31日現在 住民基本台帳） 

・合併状況    平成 16年 12月 前橋市・大胡町・宮城村・粕川村が合併 

        平成 21 年 5月   前橋市・富士見村が合併 

・市長      高木 政夫 

・職員数     2,790 人（平成 21年 4月 1日現在） 

・主要産業    輸送用機械・電気機械・食料品・農業 

・特産品     創作こけし、絹製品、豚肉料理、焼きまんじゅう、木工家具、イチゴ、

なし、しいたけ、ほうれんそう等 

・学校数     小学校 49校 中学校 22校（いずれも分校を除く） 

・財政規模    平成 22年度一般会計当初予算額 1,372.6 億円 

 
北関東・新潟地域連携軸推進協議会ホームページなどに基づき作成 

 
 












